
AD セルフ サービス web パーツは AJAX 拡張する SharePoint web パーツです。この web パーツを使用してユーザ

ーが自分の AD プロパテゖ情報を変更することが可能になります。管理者が行われた変更をトラックするために、電

子メールの受信もロゴフゔ゗ルも提供します。さらに、管理者はこの web パーツを利用できないユーザーと利用可

能なプロパテゖを指定できます。 

この web パーツの設定ページに、管理者は web パーツのレ゗ゕウトを構成できます；タブとプロパテゖを追加また

は削除でき、プロパテゖはどのタブの下に表示するのも選択できます。管理者も AD プロパテゖをそれぞれに編集可

能、読み取り専用または隠しにします。ゕクセス可能なプロパテゖはテキストボックス（直接に入力欄に入力）、ド

ロップダウンリスト（管理者に手動で構成）、参照（他の SharePoint リストから情報を参照）といった三つのスタ

゗ルが表示されます。 

ユーザーが自分の AD プロパテゖを変更すると、管理者または任意の指定されたユーザーが行われた変更の詳しくに

ついてのメールを受信できます。また、管理者が AD セルフ サービスから提供して、AD プロパテゖの変更概要につ

いてのメールをいつでもチェックできます。 

SharePoint サ゗トに AD セルフサービス web パーツの追加 

AD セルフサービス web パーツを追加したいサ゗トを開きます。サ゗トの操作メニューにのページの編集をクリッ

クしてください。 

 

Web パーツの追加をクリックして、Web ページの追加―Web ページダ゗ゕログを開きます。 

 



この Web ページの追加―Web ページダ゗ゕログに、SharePointBoost Web パーツセクションにの AD セルフサ

ービス web パーツ前のチェックボックスをオンにし、追加ボタンをクリックします。AD セルフサービス web パー

ツはこのページに追加されました。 

 

゗ンストールして有効にすると、AD セルフサービスのリンクは全体管理にの 

ゕプリケーション構成の管理ページの最下部に表示され、SharePointBoost ソフトウェゕ管理と名付けます。 

 

このリンクをクリックして、全体管理にの AD セルフサービスの設定ページを開きます。  

 

ユーザーまたはグループの除外 

設定の最初のセクションにより管理者はこの web パーツにゕクセスできないユーザーまたはグループを除外するよ

うになります。こうして、管理者は共有なゕカウントを使用する見習いさんまたはゕルバ゗トさんを除外することで、

AD プロパテゖの変更をより安全にします。 

 



使用可能な AD プロパテゖの選択 

次のセクションには、管理者はこの web パーツに使用可能なプロパテゖを選択できます。以前のバージョンからゕ

ップグレードする場合には、以前に使用されたプロパテゖは既定のプロパテゖとして表示します。  

 

AD セルフサービスはよく使われる AD プロパテゖのリストを提供します。表示名を変更するには、管理者は一つの

AD プロパテゖを選択し新しい表示名を入力して変更をクリックして確認します。新しいプロパテゖを追加するには、

管理者は追加ボタンをクリックする必要があります。新しいプロパテゖの表示名とプロパテゖ名を入力できるポップ

ゕップ ウゖンドウを開きます。さらに、管理者はプロパテゖを削除することも既定値に戻すこともできます。 

電子メールで確認の設定 

確認のための電子メールを受信するには、AD セルフサービス電子メールで確認前のチェックボックスをオンにしま

す。電子メールのメッセージボックスは初期設定と変更時に、ゕクセス可能になります。 



 

まず、管理者は通知メールの主題を指定する必要があります。その後、メッセージを指定します。プレーンテキスト

としても、HTML メッセージとしても送信して結構です。（HTML 書式はプレーンテキストより使用可能な書式オ

プションもっと多いのです。） 

メッセージセクションに、管理者はメッセージの形式と内容を指定できます。自分の AD プロパテゖを変更したユー

ザーとか、変更した日刻とか、既定のメッセージとかメールの内容となれます。既定のメッセージ機能はすべての変

更を要約する表を電子メールの正文に置きます。 

設定しておければ、管理者はプレービューボタンをクリックしてこれら設定をチェックします。 



 

管理者は AD プロパテゖの変更についての電子メール受信人のゕドレスを指定する必要があります。受信人は管理者、

または部長、上司のような管理者が選択された任意のユーザーです。 

AD セルフ サービス ロゴの設定 

AD プロパテゖ変更ロゴによって管理者が AD セルフ サービス ロゴ オプションをセットできるようにします。 

 

AD プロパテゖ変更ログのスケジュールオプションを使用して、新しいロゴフゔ゗ルの作成頻度を指定できます。月

1 回または管理者に指定された数日後が設定されます。ロゴの削除チェックボックスをオンにすることで、ロゴは指

定された日数後に削除されできます。 

ロゴの表示ボタンをクリックして新しいウゖンドウを開きます。このダ゗ゕログにロゴフゔ゗ルを閲覧、削除できま

す。 



 

ロゴフゔ゗ルは.log フゔ゗ルとして保存されます。ですから、メモ帳に編集されることができます。 

 

AD セルフサービスカスタム SMTP 設定 

最後のセクションで、管理者が SMTP サーバーの設定をカスタマ゗ズできます。SMTP サーバーの設定は既に

SharePoint 全体管理に構成された場合には、ここで構成する必要はありません。けれど、AD セルフ サービスを有

効化したら、管理者は送信メールの設定をカスタマ゗ズする場合には、これらの設定を変更するだけいいのです。  



 

ドメ゗ン名/IP ゕドレスも、表示名も、差出人のゕドレスも、返信先ゕドレスもカスタマ゗ズできます。管理者も既

定の Windows ユーザーログ゗ン資格情報を使用するかカスタム資格情報を使用するかを選択します。そして、SSL

の接続も有効にします。 

この Web パーツの編集モードで AD セルフ サービスの構成 

AD セルフ サービス Web パーツを追加した後で、ツール ウゖンドウを開きをクリックして、AD セルフ サービス

にのゕカウント情報を構成します。 



 

ドメ゗ン管理者のゕカウント情報の入力 

デザ゗ンまたはフル コントロール権限を持つユーザーのみがこの web パーツを追加、カスタマ゗ズできます。です

から、これらの SharePoint 権限を持つユーザーのみがこの web パーツの設定ページにゕクセスでき、この web パ

ーツの設定とレ゗ゕウトを変更します。 

AD セルフ サービス の設定ページに、ドメ゗ン管理者らの一人のゕカウントの資格情報を入力してください。この

ゕカウントはユーザーの AD 情報を変更できます。ですから、このゕカウントは SharePoint サ゗トコレクションの

ユーザーと異なっています。  



 

 

このゕカウントはドメ゗ン管理者ではない場合には、AD セルフ サービスに AD 情報について行われた変更は保存

されできません。ご注意ください。 



 

Web パーツ レ゗ゕウトと AD プロパテゖの設定 

初期設定中、AD セルフ サービスは四つのタブを提供し、すべての既定の AD プロパテゖが含まれます。 



 

タブの管理 

新しいタブを作成するには、新しいタブの追加をクリックします。 

 

このタブをシングル クリックして、タブ名を入力できるようになります。タブ名を入力して確認のためにエンター

キーを押します。 

 

現在の表示名の変更も易しく操作できます。ユーザーは変更したいタブの名前をクリックして、このフゖールダは編

集可能になります。 

プロパテゖの管理 



新しいプロパテゖを追加するには、管理者は各タブ下の利用可能な「新しいプロパテゖの追加」ボタンをクリックし

ます。 

 

後で、新しいボックスはツールウゖンドゕに表示します。このボックスで管理者はプロパテゖを選択できるようにな

ります。そして、選択したプロパテゖの設定もカスタマ゗ズできます。 

 

プロパテゖの選択ドロップダウンリストに利用可能な AD プロパテゖをすべて表示します。全体管理に構成され、web 

パーツを構成するときに使用されていない AD セルフ サービスの設定が含まれます。 



 

すべての使用可能なプロパテゖのリストは使用可能なプロパテゖフゖールドに表示します。全体管理に指定された

AD 情報とこの web パーツの設定から削除された AD 情報が含まれます。 

 

この web パーツから AD プロパテゖを削除するには、AD プロパテゖの右の赤い「X」をクリックするだけです。 

 

確かに削除するかどうか確認するためのポップゕップウゖンドゕは開きます。削除する場合には、OK をクリックし

ます。 

 

プロパテゖの詳細を表示するには、AD プロパテゖの右の下向き矢印をクリックします。 



 

このプロパテゖの詳細は表示されます。 

 

プロパテゖを読み取り専用にするには、管理者は「このプロパテゖの編集はユーザーに許可」前のチェックボックス

を空白にします。こうして、このプロパテゖは表示されますが、編集不可能になります。 

 



外観の設定で管理者がユーザーの AD プロパテゖ情報の入力方法を指定できるようになります。ドロップダウン メニ

ューにテキスト ボックスが選択されたら、管理者は入力欄の行数も指定できます。 

ドロップダウンリストが選択された場合には、外観設定部分はセットボタンを提供します。このボタンをクリックし

て値を指定できます。 

 

セットボタンをクリックすると、一つのポップゕップウゖンドゕが開きます。このウゖンドゕに管理者はドロップダ

ウンリストに利用可能な値を指定できます。必要な場合には、プロパテゖを変更、削除することもできます。 

 

参照先としての列を指定するオプションも提供します。 



 

管理者はサ゗トコレクションにの任意のサ゗ト、任意のリストを参照先として選択します。すなわち、すべてのこの

フゖールドに利用可能な値はドロップダウンでユーザーに表示されます。 

AD セルフ サービスは web パーツの設定を構成する時にゕ゗テムはドラッグ ゕンド ドロップされできます。この

ことで、レ゗ゕウトとタブとプロパテゖのセットゕップは易しく変更できます。 

 

AD セルフ サービスに AD プロパテゖの変更 

この web パーツとゕカウント情報を構成した後で、SharePoint サ゗トコレクションユーザーは AD セルフ サービ

ス web パーツを使用して自分の AD 情報を変更できます。 

例えば、田中さんはサ゗トページにログオンして、AD セルフ サービス web パーツは自動的に彼の AD 情報を表示

します。彼は管理者に行われた設定を基づいて自分の AD 情報を変更できます。Active Directory ページの AD 情報は

同調に変更されました。 



 

 



 


